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太宰にふさわしく雨の中の 

麟螺4,7醸篇静鷺 

献花に傘の列をなす参列者 

『三人展しに出品した右から柴田さん、津島さん、楼庭さん 田中町長による挨拶 

県
内
外
か
ら
参
列
 

金
木
町
が
且
ん
だ
名
家
太
宰
治

の
第
四
十
七
回
桜
桃
忌
が
、

六
月

十
九
日
、
雨
の
降
る
芦
野
公
園
太

宰
文
学
碑
前
で
し
め
や
か
に
行
わ

れ
ま
し
た
。
 

こ
の
日
は
、
あ
い
に
く
の
強
い

雨
が
降
リ
続

い
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
正
午
か
ら
行
わ
れ
た
献
花
に

は
、
県
内
外
か
ら
二
百
人
を
超
え

る
太
宰
フ
ァ
ン
が
参
列
し
ま
し
た
。
 

献
花
に
先
立
ち
田
中
町
長
が
、
 

「雨
の
中
多
く
の
フ
ァ
ン
が
足
を

運
ば
れ
、
今
な
お
太
宰
が
愛
さ
れ
 
 て

い
る
証
拠
己
と
挨
拶
。
 

続

い
て
太
宰
の
長
女
、
津
 
」
 

島
園
子
さ
ん
が
、
 
「太
宰

が
亡
く
な
っ
た
日
も
雨
で

し
た
。
太
宰
に
ふ
さ
わ
し

い
雨
と
思
い
ま
す
。
多
く

の
人
に
し
の
ん
で
い
た
だ

き
、
語
り
継
が
れ
て
い
く

の
を
あ
り
が
た
く
思
い
ま

す
J
と
お
礼
を
述

べ
ま
し

た
。
 

文
学
碑
に
は
、
最
初
に

名
川
町

の
サ
ク
ラ
ン
ボ
娘

に
よ
り
、
太
宰
の
好
物

の
 ー

 

サ
ク
ラ
ン
ボ
が
捧
げ
ら
れ

r
L
L
 

園
子
さ
ん
や
関
係
者
、

フ
ァ
ン
が

次
々
に
シ
ャ
ク
ヤ
ク
や
ボ
タ
ン
等

の
花
を
献
花
し
ま
し
た
。
 

東
京
都

の
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー

の

中
島
さ
ん
は
、
 
「
十
年
来

の
フ
ァ

ン
で
今
回
初
め
て
の
参
列
。
前
日

は
斜
陽
館

に
泊
り
、
太
宰
の
世
界

に
浸
り
ま
し
た
い
と
感
激

し
て
い

ま
し
た
。
 

桜
桃
忌
に
花
を
 

添
え
た
「三
人
展
」
 

参
加
者
は
献
花
の
後
、
芦
野
公

園
近
く
の
楼
庭
利
弘
美
術
館
で
、
 

今
回
初
め
て
行
事

に
組
み
込
ま
れ
 
 る

こ
と
に
な
っ
た
楼
庭
利
弘

さ
ん
、
 

津
島
園
子
さ
ん
、
柴
田
み
ち
子
さ

ん
に
よ
る
、
油
絵
「
三
人
展
」
を

見
学
。
 

(
 



ん

会
場
を
斜
陽
館
に
移
し

撃
 
て
「太
宰
を
し
の
ぶ
会
」
 

』

推
が

開
か
れ
、
金
木
高
等
 

佐

学
校
一
年
生
の
佐
野
美
 

）

由
紀
さ
ん
と
鳴
海
真
梨

齢
子
さ
ん
の
二
人

に
よ
る

鴻
 
「
黄
金
風
景
」
の
朗
読

佑

や
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
の

妬
太

宰
の
想
い
出
を
語
り

識
合
い

ま
し
た
。
 

朗
 

観
光
の
シ
ン
ボ

ル
に
H
 

zr、一1 

  

,
 

へ
 

太
宰
人
気
 

今
だ
 

衰
え
ず
 

三
人
は
、
昔
か
ら
の
知
り
合
い

で
、
絵
画
展
を
開
く
き
っ
か
け
に

つ
い
て
 
コ
ー年
前
に
お
二
人
に
声

を
か
け
た
。
や
る
ん
だ
っ
た
ら
桜

桃
忌
に
花
を
添
え
る
形
に
し
た
か

っ
た
。」
と
楼
庭
さ
ん
。
 

今
回
は
、
楼
庭
さ
ん
は
「
海
」
、
 

津
島
さ
ん
は
「桜
桃
忌
に
寄
せ
て
」
 

柴
田
さ
ん
は
「
二
十
年
を
振
リ
返

っ
て
」
 
を
テー
マ
に
各
自
七
点
づ
 
 ら

れ
る
よ
う
、
来
年
も
又
、
や
れ

た
ら

ー
」
と
三
人
で
話
し
て
い
ま

し
た
。
 

．
 
、●
●●
 ●
》
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、
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、
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ー
 く
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引
き
続
い
て
午
後
二
時
半
か
ら

中
央
公
民
館
で
、
鳥
居
邦
郎

・
武

蔵
大
学
教
授
に
よ
る
「
金
木
発
・

戦
後
日
本

へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
 
と
 

つ
出
品
。
 「皆
様
に
お
目
に
か
け
 
題
し
て
講
演
。
三
時
半
か
ら
は
、
 

『太宰のモニュメント』竣工式 

ノ
い
、
〈
ノ
h、
・‘
、
J6
・
ン‘
、
‘
、
‘
●
ン
t
（
ノぐ
4‘
、
c
‘
、
？
』、
（ノ
、
ノ
、
ー
ノ‘
、
？●
・‘
、
）
●
・
？●
・
z
g
ノ
‘
、
山‘
、
・
●
・
』‘
き
‘
、
リ‘
、
ノし
、
、
／
w、
ノ
t
？
ノ」
、
ノ・w、
一
 く
、ノ
、
‘
、
‘

、
、ノ
、
ノ
」
、
り‘
．
‘
ュ
．‘
,
‘
，
ソし
、
ノt
J/
s
ノ
し
，
 

讐
敏
夢
或
 

鍋
 
表
す
ン
ン
ボ
ル
塔
 

」
 
と
し
て
、
観
光
モ

ん
 
ニ
ュ
メ
ン
ト
 
「津

郎
 
軽
」
を
建
設
、
完

津
 
成
し
た
こ
と
か
ら

脹
 
六
月
十
四
日
、
竣

中
 
工
式
が
行
わ
れ
ま
 

細
業」
「
』「賢
範

熱
 

ト
 
五
千
万
円
で
、
平
成
六
年
十

一
月
 

”
 
か
ら
金
木
消
防
署
前
の
国
道
三
1一
一

ュ
 
九
号
と
町
道
の
分
岐
点
に
設
置
、
 

一
 成
 
，一

くブ

r
じ
ニ
ノ
：
曹
ーニ
ノ
5
‘
ノ
 

乳
 
さ
九

m
の
ア
ル
ミ
製
で
太
宰
の
小

‘
、
ギ
完
 
説
 
「走
れ
メ
ロ
ス
ー
を
イ
メ
ー
ジ
 
 し

た
ギ
リ
シ
ャ
の
神
殿
柱
を
配
し
、
 

上
部
に
は
、
文
化
の
発
信
と
す
る

釣
り
鐘
。
そ
の
下
に
は
、
二
十
歳

代
後
半
の
太
宰
が
着
物
姿
で
腕
組

を
し
、
岩
木
山
を
見
つ
め
て
い
ま

す
。
 

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
前
で
行
わ
れ

た
竣
工
式
に
は
、
田
中
町
長
や
津

島
園
子
さ
ん
ら
関
係
者
約
六
十
人

が
出
席
。
引
き
続
き
、
中
央
公
民

館
で
行
わ
れ
た
祝
賀
会
で
田
中
町

長
が
「
町
の
歴
史
、
文
化
の
シ
、
／

ボ
ル
に
し
た
い
い
と
挨
拶
。
津
島

さ
ん
は
、
 
「
立
派
な
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
を
作
っ
て
い
た
だ
き
、
遺
族
を

代
表
し
て
感
謝
し
ま
す
。
金
木
町

が

一
層
魅
力
の
あ
る
町
に
な
る
こ

と
を
祈
り
ま
す
n」
と
お
礼
を
述
べ

ま
し
た
。
 

H

『津
軽
』
 

＼
、
、
 も
 
三
月
に
完
成
し
ま
し
た
o
 

‘
こ
 

宅
戊
 
こ
」モ
ニ
ュ
メ
 

r
 

戎
げ
に
た
モ
二
】
ュメ
ン
ト
は
高
 

調
田
 

し
た
o
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ト職業 青森駐屯地 
防衛庁職員 

ト氏名 福士 麻起子 
ト年齢 25歳 
ト出身地 金木町川倉 
ト家族構成 夫・長男・次男 

ん
 

一
 

広
報
か
な
ぎ
を
ご
覧
の
皆
さ
ん
 

こ
ん
に
ち
は
。
私
は
、
陸
上
自
衛
 

昨
年
は
、
北
地
方
農
林
事
務
所
 

の
指
導
の
下
行
わ
れ
た
「
シ
イ
タ
 

ケ
栽
培
体
験
学
習
」
 
で
、
 一
度
の
 
1
 
/
 

喜

良

市
小
 

シ
イ
タ
ケ
栽
培
 

六
月
十
二

日
、
喜
良
市
小
学
校
 

（
校
長
廿
坂
本
幸
隆
）
で
、
五
、
 

六
年
生
の
四
十
九
人

が
 
「シ
イ
タ

ケ
栽
培
作
業
」
を
行

い
ま
し
た
。
 

今
年
で

二
年
目
を
迎
え
る
シ
イ

タ
ケ
栽
培
は
、
児
童
達
が
シ
イ
タ

ケ
を
育
て
る
こ
と
で
自
然
を
愛
す

る
心
を
養
っ
て
欲
し

い
と
始
め
ら
 

植
菌
で

シ
イ
タ
ケ
が
五
、
六
年
実

を
付
け
る
そ
う
で
、
今
年
は
、
一
一

日
前
か
ら
水
に
浸
す
、
ホ
ダ
木
上

げ
の
作
業
を
先
生
と
児
童
だ
け
で

行
い
ま
し
た
。
ホ
ダ
木
上
げ
を
終
 

え
た
シ
イ
タ
ケ

の
木
に
は
各
自

の
 
「
 

児
童
の
名
前
を
付

け
ま
し
た
。
 

「
 

去
年
よ
り
大
き

く
実
っ
た
シ
イ
 

,
'
Hり
ニ
 
．
 

》
 
シ
イ
タ
ケ
が

い
っ
ぱ

い
つ
く
と
い

い
な
一

一
ニ1

」
巳ま
、
ョ
而、
ョ
打
」コ
コ
で重
言
 

タ
ケ
が
期
待
出
来
そ
う
で
す
。

《
 
ー
・
・“
？
「

1
」
1

・
1

”
ー
」（
し
て
堂
弔
し

て
ま
り

J
す
 

4
自
 

破
I

露
舞
縄
簿
稽
 

れ
た
も
の
で
す
。
 

一
業
務
に
携
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
自

一
衛
官
だ
っ

た
頃
は
、
女
性
も
男
性

も
同
じ
仕
事
を
す
る
と
い
う
こ
と

で
大
変
な
面
も
あ
り
ま
し
た
が
、
 

逆
に
男
女
の
差
別
な
く
、
対
等
に

仕
事
が
で
き
る
と
い
う
点
で

は
、
 

と
て
も
や
り
が

い
の
あ
る
職
場
で

し
た
。
ま
た
、
自
衛
官
で
な
け
れ

ば
出
来
な
い
こ
と
を
た
く
さ
ん
出

来
て
、
い
い
経
験
と
な
り
ま
し
た
。
 

在
職
中
に
結
婚
し
二
人

の
男
の

子
を
出
産
し
ま
し
た
。
生
後
ニ
ケ

月
で
、
保
育
園

へ
預
け
な
が
ら
の

仕
事
は
大
変
で
し
た
が
、
周
リ
の
 

方
々
に
助
け
ら
れ
な
が
ら
、
今
日

ま
で
や
っ
て
こ
れ
ま
し
た
。
何
よ

リ
子
供
に
は
寂
し

い
思
い
を
さ
せ

た
と
思
い
ま
す
。
 
（
し
か
し
、
今

で
は
保
育
園
の
方
が
楽
し

い
よ
う

で
喜
ん
で
登
園
し
て
い
ま
す
。
）
 

今
年
、
四
月
か
ら
防
衛
庁
職
員

と
し
て
電
話
の
交
換
勤
務
を
し

て

お
り
ま
す
。
顔
も
見
え
ず
声
だ
け

の
仕
事
で
す
の
で
、
親
切

・丁
寧

・

サ
ー
ビ

ス
を
い
つ
も
心
掛
け
て
、
 

自
衛
隊
の
窓
口
と
し
て
毎
日
張
り

切
っ
て
い
ま
す
。
今
の
仕
事
が
好

き
で
す
の
で
、
定
年
ま
で
頑
張
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

今
年
は
、
育
児
や
家
事

の
合
間

を
見
て
趣
味
の
ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
再

開
し
て
み
よ
う
か
と
思
っ
て
い
ま
 

す
。
 

町
中
を
き
れ
い
に
 ー
金
木

老

人

ク
ラ
ブ

ー
 

ポ
 
金
木

町
老
人
ク
ラ
ブ

の
 連
合
会
で

は
、
 
（
会
長

拙

廿
木
村
不
二
男
）
六
月

空
一
一
十
三
日
の
早
朝
、
老
 

鰍
蓉
器
夢
一
 

一一
難
「
 

置

清
掃
を
行
い
ま
し

た
c
 

、り
 

清
掃
は
 
お
よ
そ

一

広
時

間
三
十
分

に
わ
た
り
 

町
内
の
主
要
道
路

に
沿
っ
て
行
わ

れ
、
こ
の
日
集
ま
っ

た
五
百
人
は
、
 

三
人
か
ら
四
人

の
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
空
き
缶
や
紙
く
ず
等
を

ー
つ
 

ー
つ
丁
寧
に
拾
い
集
め
ま
し
た
。
 

ゴ
ミ
の
中
で
も
、
車
か
ら
の
空

き
缶
の
ポ
イ
捨
て
が
多

い
と
見
ら

れ
て
い
ま
す
。
同
じ
捨
て
る
な
ら

き
ち
ん
と
ゴ
ミ
箱

へ
捨
て
ま
し
ょ

、つ
。
 

(
 

(
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健
康
を
考

え
た
『
朝
食
サ
ー
ビ

ス
』
 

町
と
町
社
会
福
祉
協
議
会

（
会

長
ー
角
田
正
男
）
、
町
連
合
婦
人

会

（
会長
廿
福
山
初
枝
）
が
、
」
ハ

月
十
六
日
、
 一
人
暮
ら
し
の
老
人

や
老
人
ク
ラ
ブ
、
サ
ン
ト
ピ
ア
ホ
 

ー
ム
の
皆
さ
ん
等
に
楽
し
い
一
時

を
過
ご
し
て
も
ら
お
う
と
、
 
「
ふ

れ
あ
い
昼
食
会
」
＆
 
「金
木
町
婦

人
会
芸
能
大
会
」
が
中
央
公
民
館

を
会
場
に
開
か
れ
ま
し
た
。
 

芸
能
大
会
に
先
立
ち
田
中
町
長

が
、
 
「
お
弁
当
を
食
べ
な
が
ら
、
 

《ふ
れ
あ
い
昼
食
会
》
＆《
金
木
町連
合
婦
人会
芸
能
大
会
》を
堪
能
 

 

おいしい「朝食」だったそうです 

 

六
月
＋
六
日
、
 
「胃
が
ん
検
診

基
本
健
診
」
 
が嘉
瀬
公
民
館
で
行

わ
れ
、
受
診
し
た
方
全
員
に
食
生

活
改
善
推
進
員
会

（
会長
廿
青
山

ユ
キ
）
か
ら
朝
食
サ
ー
ビ
ス
が
振

る
舞
わ
れ
ま
し
た
。
 

日
頃
か
ら
、
食
生
活
改
善
推
進

員
会
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
食

生
活
を
見
直
し
て
も
ら
お
う
と
広

報
に
連
続
掲
載
す
る
等
活
動
を
し

て
き
ま
し
た
。
今
回
、
検

（
健
）
 

診
を
機
会
に
嘉
瀬
地
区
の
皆
さ
ん
 

芸
能
を
楽
し
ん
で
い
っ
て
く
た
さ

い
」
 
と
あ
いさ
つ
。
 

こ
の
後
、
招
待
さ
れ
た
二
百
人

は
、
町
連
合
婦
人
会
や
町
日
赤
奉

仕
団
の
協
力
を
得
て
ー
つ
ー
つ
丁

寧
に
手
作
業
で
作
ら
れ
た
温
か
い
 

「
ふ
れ
あ
い
弁
当
」
に
舌
鼓
を
打

ち
な
が
ら
、
金
踊
会
や
桜
の
会
に

よ
る
六
曲
の
カ
ラ
オ
ケ
、
十
七
曲

の
踊
り
等
二
十
七
曲
を
堪
能
し
ま

し
た
。
 

 

 

 

に
直
接
味
わ
っ
て
も
ら
お
う
と
、
 

前
日
の
下
ご
し
ら
え
か
ら
当
日
の

仕
上
げ
と
二
日
か
け
て
準
備
。
 

こ
の
日
受
診
さ
れ
た
百
八
十
名

は
、
思
わ
ぬ
朝
食
サ
ー
ピ
ス
に
大

喜
び
。
普
段
よ
り
塩
分
を
控
え
て

あ
る
こ
と
を
告
げ
る
と
「
全
然
気

に
な
ら
な
い
。
調
理
次
第
で
お
い

し
く
い
た
だ
け
る
い
と
話
し
、
用

意
し
た
二
百
十
食
を
平
ら
げ
ま
し

た
。
同
メ
ニ
ュ

ー
は
、
今
回
の
（
 

ル
シ
ー
メ
ニ
ュ

ー
に
掲
載
。
 

 

（嘉
瀬
地
区
）
 

 

 

食い入るように見つめて 

 

体をものさしに、物を目安に 

野外で試そう歩測や目測 

野
外
で
距
離
を
測
る

の
に
、
メ
ジ
ャ
ー
な
ど

の
測
る
道
具
が
な
く
て

困
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。
こ
ん
な
と
き
、
 

役
に
立
つ
の
が
歩
測
や

目
測
で
す
。
 

歩
測
と
は
、
歩
い
た

歩
数
で
距
離
を
測
る
こ
 

と
で
す
。
ゴ
ル
フ
中
継
で
、
 

ゴ
ル
フ
ァ
ー
が
グ
リ
ー
ン
上

で
ボ
ー
ル
か
ら
カ
ッ
プ
ま
で

の
距
離
を
歩
い
て
測
っ
て
い

る
光
景
を
見
た
こ
と
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。
こ
れ
が
歩
測

で
す
。
事
前
に
自
分
の
歩
幅

を
測
っ
て
覚
え
て
お
き
、
お

お
よ
そ
の
目
安
に
し
て
い
る

の
で
す
。
男
性
の
場
合
、
普

通
に
歩
い
て
歩
幅
は
六
十
セ

ン
チ
ぐ
ら
い
で
す
。
 一
歩
で

な
く
、
二
歩
分
の
歩
幅
で
覚

え
て
お
く
の
が
ポ
イ
ン
ト
で

す
。
 
「イ
ッ
チ
ニ
ィ
、
イ
ッ
チ
ニ

ィ
」
と
数
え
れ
ば
、
誤
差
も
少
な

く
な
り
ま
す
。
 

目
測
と
は
、
目
分
量
で
長
さ
や

高
さ
、
広
さ
を
測
る
こ
と
で
す
。
 

こ
こ
で
は
、
長
さ
を
測
っ
て
み
ま

し
ょ
う
。
視
力
一
ニ
一
の
人
で
、
 

遠
く
に
い
る
人
の
服
の
色
が
分
か
 
 る

の
は
五
百
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
、
 

手
を
振
っ
て
い
る
の
が
確
認
で
き

れ
ば
、
四
百
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
の

距
離
で
す
。
近
い
と
こ
ろ
で
は
、
 

相
手
の
目
が
は
っ
き
り
と
見
え
れ
 

ば
五
十
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
、
目
が

点
に
見
え
る
な
ら
百
メ
ー
ト
ル
ぐ

ら
い
、
顔
が
見
え
れ
ば
二
百
メ
ー
 

ト
ル
ぐ
ら
い
の
距
離
で
す
。
 

野
外
で
道
に
迷
っ
た
と
き
 

に
、
方
角
を
知
る
方
法
も
覚

え
て
お
き
た
い
も
の
で
す
。
 

木
々
の
茂
り
具
合
を
見
て
、
 

木
の
葉
や
枝
の
茂
み
が
濃
い

側
が
お
お
む
ね
南
で
す
。
こ

れ
は
、
太
陽
の
光
を
求
め
て

木
々
が
葉
や
枝
を
広
げ
る
か

ら
で
す
。
分
か
り
に
く
い
場

合
は
、
遠
く
の
山
の
木
々
を

見
て
判
断
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
 

木
の
切
り
株
を
調
べ
、
年
輪

の
間
隔
が
広
け
れ
ば
南
と
い

う
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
 

腕
時
計
を
使
っ
て
、
方
角
を
知

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
腕
時
計
を

地
面
と
水
平
に
し
、
太
陽
に
短
針

を
向
け
、
文
字
盤
の
十
二
時
の
方

向
と
短
針
と
の
中
間
が
南
の
方
角

に
当
た
り
ま
す
。
こ
う
し
た
身
近

な
方
法
で
、
野
外
で
距
離
や
方
角

を
測
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
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270人健脚競う 
七
月
一
日
、
金
木
高
等
学
校
を

発
着
点
と
す
る
第
＋
ニ
回
町
民
健

康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
開
か
れ
、
金

木
町
に
居
住
又
は
勤
務
す
る
ニ
百

七
十
名
が
参
加
し
、
選
手
た
ち
は

心
地
良
い
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。
 

大
会
は
、
各
種
目
別
に
分
か
れ

町
内
の
路
上
コ
ー
ス
で
順
次
行
わ

れ
、
応
援
の
た
め
会
場
に
駆
け
付

け
た
家
族
か
ら
、
 「
が
ん
ば
れ
」
 

の
熱
の
入
っ
た
声
援
が
送
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
 一
般
の
部
で
は
、
青

森
県
民
駅
伝
競
走
大
会
の
選
手
選

考
会
を
兼
ね
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
 

マ
イ
ペ
ー
ス
で
走
 

る
人
、
新
記
録
を
 

目
指
す
人
と
様
々
。
 

ま
た
、
第

一
回
 

瞬
 
健
康
マ
ラ
ソ
ン
か
 

鷺
薙
醜
 

麟
灘
一
 

緊

高
齢
の
工
藤
勇
蔵
 

向
 
さ
ん
（
6
6
才
）
も

ど
 
さ
っ
そ
う
と
し
た

い
 
走
り
を
見
せ
無
事

一
完
走
し
ま
し
た
。
 

な
 
参
加
者
全
員
に
記

念
品
各
種
目
十
位

ま
で
メ
ダ
ル
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。
 

‘
 
上
位
入

賞
者
は
 

次
の
と
お
り
。
 

⑨
小
学
校
低
学
年

（
男子
）
 一
姉

一
位
 
岡
田
 
大
輔
（
喜良
市
小
）
 

ニ
位
 
工
藤
 
和
紀

（
川
倉
小
）
 

三
位
 
高
橋
 

一
喜
（
嘉
瀬
小
）
 

⑥
小
学
校
低
学
年
（
女
子
）
 
一血

一
位
 
飯
塚
 
緑

（
嘉
瀬
小
）
 

ニ
位
 
泉
谷
由
季
香

（
川
倉小
）
 

三
位
 
田
中
 
麻
耶

（
嘉
瀬
小
）
 

⑨
小
学
校
高
学
年
（
男
子
）
二
』
 

一
位
 
伊
藤
 
良
三

（
嘉
瀬小
）
 

ニ
位
 
泉
谷
 
和
亮

（川
倉
小
）
 

」
一
位
 
工
藤
 章
仁

（
嘉
瀬小
）
 

＠
小
学
校
高
学
年
（
女
子
）
二
面

一
位
 
秋
村
 
優
子

（
嘉
瀬小
）
 

一
一位
 
原
田
 
裕
子

（
嘉
瀬
小
）
 

三
位
 
中
谷
 
香
織

（川
倉
小
）
 

⑨
中
学
校

（
男子
）
四
』
 

一
位
 
菅
原
 
浩

（
金
木中
）
 

一
一位
 
原
田
 
晃

（
金
木南
中
）
 

三
位
 
其
田
 
匡
則

（
金
木中
）
 

⑥
中
・
高
校

（
女子
）
三
而
 

一
位
 
小
山
内
良
恵

（
金木
中
）
 

一一位
 
西
深
 
祥
美

（
金木
中
）
 

三
位
 
荒
関
 
香
織

（
金木
中
）
 

⑨
高
校
・

一
般
（
男
子
）
五
』
 

位
 
三
上
 
淳
之
（
金
木
）
 

位
 
棟
方
 
美
暢

（
嘉瀬
）
 

位
 
鳴
海
 
隆
弘

（
金木
）
 

⑥
一
般
（
女
）
一
一』
 

一
位
 
中
谷
す
み
子

（
川
倉
）
 

一
一位
 
白
川
美
保
子
（
金
木
）
 

＠
一
般
四
十
歳
以
上
 

（
男
子
）
五
』
 

一
位
 
工
藤
 
勇
蔵

（
金
木
）
 

一
一
位
 
伊
藤
 一
弘
（
金
木
）
 

あ
な
た

の
善
意
 

あ

り
が
と
、

つ
 

ご

ぎ
」
い
ま
し

た
 

（
敬
称略
）
 

▼
金
木
町
へ
 

荒
関
勝
康
 

（神
明
町
）
 

三
〇
〇
 
〇
〇
〇
円

西
北
五

L
P
ガ
ス
協
会
青
年
部
 

ゴ
ミ
箱
二
個
 

（
一個
七
万
円
相
当
）
 

趣
旨
に
沿
う
よ
う
大
切
に
使
わ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
 

あと、もう少しでゴールだ, 

位：位位 

10位まで入賞者には、メダルが手渡された 

(
 


